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スーパーサイエンスハイスクール (SSH) 指定校

学校設定教科「Meraki」を中心としたカリキュラム

Merakiはギリシャ語で「情熱」を意味します。自然現象や日常生活の中から問いを
見出し、課題を解決するための探究活動に熱心に取り組み、研究の深化を進めてい

きます。PCを活用した先行研究の調査や統計解析、外国語を用いた国際プログラム

に取り組む他、科学的リテラシーと国際性を高める探究的な授業を教科等横断的に

行います。希望者は「SSHメラーボプロジェクト部」に加入し、放課後も活用して

研究に勤しみます。

SSH
Super Science High school

1年次

「研究」の進め方に

ついて学び、班ごと

に独自の研究テーマ

を決定します。

2年次

自分たちのテーマについて

仮説設定,計画・実行評
価・改善を繰り返しながら

探究します。

3年次

得られた研究成果を

ポスターやスライド

にまとめ、発表を行

います。

SSH 台湾海外研修

本校では毎年1月にSSH台湾海外研修を行っています。

昨年度は令和8年1月6日(火)から9日(金)の日程で、姉妹校で

ある國立新竹高級中學をはじめ、國立陽明交通大學、新竹サイエンス
パークなどを訪問しました。
現地では国際交流イベントを行うだけでなく、SDGsをテーマにした探

究学習のポスター発表に参加したり、大学で講義を受けたりするなど
非常に刺激的な4日間となりました。

文系の生徒にも科学的リテラシーを

SSH指定校は理系の生徒のための学校というわけではありません。

本校は文理選択を問わず科学的リテラシーの育成を目指しています。たとえ文系のテーマでも、批判的思考や

アンケート結果の統計分析等の練習を重ね、生徒が研究結果を科学的に分析できるように指導をしています。

校外でも多くの生徒が活躍

SSHの先進的な取組として「学会発表」、「科学コンテストへの出

場」、「海外の学校との共同研究」などを行い、リーダーシップを備
えた上で新たな価値を生み出すイノベーション人材の育成を目指しま

す。その達成に向けてSSH研究室「メラーキラボ」を活用した積極的

なチャレンジを推進しています。

卒業生(68期)の声

3年間で、私は部活動や勉強、探究活動、学校行事など、さまざまなことに全力で取り組む
ことができました。特に探究活動では、校外発表や大学の先生のお話を聞く機会、そして、

授業ではできないような専門的な実験に挑戦するなど、貴重な経験をすることができまし

た。多摩高校には、さまざまなことにチャレンジできる環境があります。ぜひ多くのことに
挑戦し、充実した3年間を過ごしてください。


